
湯浅伝建地区保存協議会 
「瓦版」とは、江戸時代、ニュース速報など時事性の高いものを掲

載した、現代の新聞のルーツとなったものです。まちなみ瓦版には、

皆様の身近な話題を掲載していきたいと思います。 
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まちなみ瓦版 「文化を活かし継承する」 
 

 

  

 全国には、先人の知恵とその地で育った歴史文化を大切に守り、これを活かして後世に伝えよ

うと取り組んでいる地域があります。湯浅も、その素晴らしい歴史文化が息づく町並みの中で、

今も人々が生活を送る、数少ない町の一つです。そしてそ

の価値が認められ、国の重要伝統的建造物群保存地区に選

定されています。 

 選定を受けてから、古い町並みの見学や、地域住民との

交流を目的に散策される方々が多くなりました。この町を

訪れた方々に感想を聞くと、「湯浅の人は親切であたたかい。

町並みも素晴らしく、すてきな町だ」と評価してくれます。

しかし、湯浅で育った私たちは案外、この町の良さを知り、それを後世に伝えていくことに関心

が高いとはいえません。それぞれの地域の文化について学び、活かすことが時代の流れの中で薄

れてきているように感じている方々も多いのではないでしょうか。 

 最近は観光客も多く、湯浅の良さを我々に評価

して帰ってくれます。それは、人と人との交流で

あり、自分達が生まれ育った町の良さを再認識す

る機会となります。 

 これが「文化を活かし伝える」ことです。 

 最近、湯浅の歴史や文化について関心を持つ小

中学生が多くなりました。町並みを案内してまわ

り、歴史の古さ、町並みの素晴らしさ、昔の偉人

の活躍などを知ると「そんなことがあったのか」と感動してくれます。たとえ今は歴史に詳しく

なくても、昔の生活の様子を伝えることは、経験者である私たちならできるはずです。誰もが自

分の町に関心をもち、興味を持つ。そして交流を通じて、後世に引き継いでいくことが「文化を

活かし継承していく」ことになるのではないでしょうか。 

      

 
 
 
 
 

 
 

まちなみ瓦版発行に際して 
   国の重要伝統的建造物群保存地区に湯浅が選定されて、３年が経過していますが、保存地区に、

お住まいの方々のなかには、「伝建って、ようわからん？」とか、「いろんなことを、やってるみ

たいやけど、なにをやっているんやろ？」という声を耳にします。 

   そこで、今回、保存協議会の活動を伝建地区のみなさま方に知っていただくために、活動の報

告を中心とした「まちなみ瓦版」を発行することになりました。 

   各町から、一人ずつ編集委員を選出していただき、瓦版を発行していきたいと思っております。

ただ、保存地区にお住まいの皆様方の瓦版ですので、「こんなこといっぺん取り上げて」とか「こ

んなことわからん？」とかの、ご意見やご要望があれば、各町の編集委員まで、ご連絡ください。 

                         湯浅伝建地区保存協議会 

会長 木 下 智 之 
 
 
 

  伝建制度ってなに？ 

   伝統的建造物群保存地区の制度（以下、伝建制度）は、市町村の主体性を尊重し、都市計画（ま

ちづくり）と連携しながら、歴史的な町並みの保存と整備を行うものです。 

   戦後の国土開発や、高度成長に伴う無秩序な開発の中で、民家などの伝統的な建物が急速に姿

を消し、歴史的な市街地や景観が失われていきました。 

   この状況に対する危機感が募り、みんながなつかし

いと思う景観を大事にしながらまちづくりをすすめ

ようという市民運動が各地で起こりました。これに

応えて、市町村が独自に条例を制定し、地域の歴史

的な風致を保護する取り組みがはじまりました。 

   「保存」を通して地区の生活や生業に新たな息吹を

取り込もう。こうした住民の意欲と地元自治体の取

り組みを、国が後押しするために設けられたのが、

伝建制度です。 

    今日まで、この制度により、町並み保存を進め、

個性的な歴史的景観を活かして活気を取り戻した地

区は全国にたくさんあります。 
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●町からのお知らせ● 

北の町老人憩の家建替工事が始まりました 

 近く予想される東南海・南海地震などによる大地震から、住民を守る災害時一次

避難所としても利用できるようにするため、８月から北の町老人憩の家建替工事が

始まりました。工事車両などが多数出入りするため、付近の皆様にはご迷惑をおか

けしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

    ・鉄骨造２階建 のべ床面積２７６．８㎡ 

    ・１階：多目的ホール（憩いの間）、多目的トイレ、倉庫など 

     ・２階：多目的スペース（災害時一次避難所）、避難デッキ、湯沸室、 トイレなど 

 

 

 

 

 

 

北の町老人憩の家建替工事 Ｑ＆Ａ 
Ｑ 工事期間はいつまでなの？ 

Ａ 平成２３年２月末までを予定しています。 

Ｑ 工事期間中、仮設トイレは使えるの？ 

Ａ 使用できません。来町者の方々には、北町ふれあいギャラリーや甚風呂などの

トイレをすすめてください。 

Ｑ 災害時には何人が避難できるの？ 

Ａ 約１４０人です。 
 
 

概要

詳しいお問合せ先 

役場総務課☎６３－２５２５ 
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上：修理前 
下：修理後 

上：修景前 
下：修景後 
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